
  
 
食品たん白質や医薬品が吸収される仕組みを世界で初めて解明！ 
〜大豆ペプチドは吸収性に優れる〜 
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【背景】 全生物が有するペプチド輸送体（POT）は、ヒトにおいては食品たん白質の加水分解物であ

るペプチドをアミノ酸よりもすばやく体内へ取り込む役割を担っています。また、POT は 8,400 種類以

上ものバリエーションを持つペプチド群を認識・輸送することのできる“基質多選択性”によって各種

医薬品の吸収担体としても機能していますが（図 1）、これまで“基質多選択性”の詳細は不明でした。 

【方法と結果】 本研究では、従来法よりもはるかに迅速・簡便に POT の機能を解析できる方法

（F-CUp 法注 3）を開発し、様々なペプチドや医薬品の生体吸収性を網羅的に解析しました。その結果、

大豆たん白質等に多く含まれる芳香族・分岐鎖アミノ酸（ヒト必須アミノ酸注 4）を含むペプチドが POT

を介して特に高効率に吸収されること（図 2、3）、さらに POT の“基質多選択性”は生物種を越えて保

存されていることが明らかとなりました。また、得られた解析データと各物質が有する物理化学的指

標を照らし合わせることで、コンピューター上でペプチドや医薬品の生体吸収性を予測することにも成

功しました。 

 本研究で解明された POT の“基質多選択性”は生体にとって高価値なアミノ酸をペプチド形態として

高効率に取り込む仕組みであり、生物学的に大変理にかなっています。POT の“基質多選択性”の

全体像は、食品の消化吸収に関する重要な基礎的知見でもあり、生体吸収性に優れた経腸栄養剤、

スポーツ用途食品、発酵培養基材、また医薬品等の開発に多大な貢献が見込まれます。 

 

【用語説明】 

注1） ペプチド輸送体（POT）：アミノ酸が数珠状につながった“ペプチド”を生体内へ取り込む分子。

微生物から高等動・植物まで全ての生物が有しており、アミノ酸源の高効率な取り込みを担っ

ています。 

注2） 基質多選択性： 1 つの輸送体がバリエーションに富んだ物質群を認識・輸送する性質。POT

は 8,400 種類以上のペプチドや血圧上昇抑制剤、抗生物質、抗ウィルス薬、抗がん剤等の各

種医薬品を認識・輸送できると考えられています。 

注3） 注 3）F-CUp 法：Fluorescence-based Competitive Uptake assay system の略。モデル真核生

物である酵母をツールとして用いることで迅速・簡便に POT の機能解析を行なうことができる

方法であり、従来法では困難であった膨大な数の基質について網羅的解析を可能としまし

た。 

注4） 注 4）ヒト必須アミノ酸：ヒトが体内で合成できないため、食品として外界から取り込む必要のあ



るアミノ酸群。大豆たん白質等に多く含まれます。 
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【成果の図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. ペプチド輸送体を介して生体に吸収される物質。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. ジペプチドライブラリーを用いた網羅的解析結果。縦軸が N 末端、横軸が C 末端アミ

ノ酸残基（1 文字表記）。赤いセルのジペプチドほど POT を介して吸収されやすいことを示

す。 



 

 

図 3. POT を介して吸収されやすいジペプチドの特徴。

ヒト必須アミノ酸は W、F、H、（Y）、M、L、I、V、K、T。 


